
　時下ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。
　平素より桐生商工会議所の事業に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　桐生市と桐生信用金庫、桐生商工会議所の三者による包
括的連携・協力協定のもとに平成 27  年から始まった「ビ
ジネスマッチングフェア」は、今回 9 回目を迎えました。
昨年に続き８団体の共同開催として、広域より多くの皆さ
まにブース出展をいただき、盛大に実施できますこと心よ
り感謝申し上げます。

　さて、「ビヨンドコロナ」への移行のもと地域経済も正常化が期待されてお
りましたが、継続的な原材料やエネルギー価格の高騰、様々な業種で深刻化す
る人手不足など、産業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況が続いていま
す。また、人口減少や災害対策などの永続的な課題に加え、DX や SDGs など
新時代への対応も求められ、事業継続に向けた諸課題は山積している状況です。
　このような中で開催される令和 6 年ビジネスマッチングフェアは、販路開拓
や新分野展開など継続的な事業活動を目指す企業を後押しし、ビジネス交流を
促進するものです。事業者の皆様が、新たなパートナーシップや取引関係を築
くことで相互の成長を促し、未来に向かって歩みを進める機会となることを期
待しております。
　今回のフェアでは、特別展『BCP ゾーン』が設けられております。今年 1 月
に発生した能登半島地震では少しずつ復旧が進む一方で、今までの日常を取り
戻すには莫大な費用と時間を要します。また、100 以上の事業者が廃業を余儀
なくされたとの報道もあり、自然災害の恐ろしさを改めて目の当たりにしまし
た。自然災害を含めて、いつ起こるか分からない様々なリスクに対しては、平
常時からの対策が重要でありますので、今回の BCP ゾーンを、事業継続のた
めのリスク管理の一助としていただければ幸いです。
　結びに、本ビジネスマッチングフェアが、産・学・官・金の連携の輪を拡大し、
共同開発・販路開拓・市場創出などのマッチングにより、出展いただきました
各企業・団体の皆様方ならびにご来場の皆様方が一つでも多くの成果が得られ、
地域経済の活性化に貢献できることを祈念して挨拶といたします。
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